
お
知
ら
せ

　
教
団
事
務
局
・
出
版

局
・
年
金
局
は
12
月
28

日
か
ら
1
月
5
日
ま
で

休
業
い
た
し
ま
す
。

総
幹
事
　
網
中
彰
子

　「
機
構
改
定
検
討
委
員
会

設
置
に
関
す
る
件
」
で
は
、

教
団
総
会
で
の
議
決
「
全
体

教
会
と
し
て
の
一
体
性
を
確

認
す
る
件
」
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
基
本
姿
勢
を
土
台

と
し
、
教
団
機
構
を
検
討
す

る
た
め
の
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
を
可
決
し
た
。
委
員

と
し
て
、
黒
田
若
雄
書
記
、

藤
掛
順
一
、
久
世
そ
ら
ち
、

河
田
直
子
、
豊
川
昭
夫
各
常

議
員
を
承
認
し
た
。

　
協
議
の
中
で
は
、
こ
れ
ま

で
、
委
員
会
・
小
委
員
会
で

検
討
を
進
め
る
一
方
、
常
議

員
会
で
議
論
を
深
め
る
こ
と

が
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
こ

と
を
受
け
て
、
委
員
会
で
の

検
討
結
果
を
オ
ン
ラ
イ
ン
の

常
議
員
会
・
協
議
会
で
フ
ォ

ロ
ー
し
て
行
く
こ
と
等
を
求

め
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
機
構
改
定
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
改
定
の
全
体

像
を
描
き
つ
つ
、
議
案
と
し

て
は
個
別
の
問
題
に
分
割
し

て
扱
う
こ
と
を
求
め
る
意

見
、
総
会
議
員
の
2
／
3
の

賛
成
が
必
要
な
教
規
変
更
を

伴
う
改
定
は
「
現
状
か
ら
は

不
可
能
」
と
の
見
方
か
ら
、

機
構
は
変
え
ず
委
員
の
選
出

を
止
め
る
等
の
対
応
を
し
て

行
く
べ
き
等
の
意
見
が
あ
っ

た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

「
2
／
3
を
取
れ
な
い
な
ら

ば
、
そ
れ
が
御
心
」、「
丁
寧

に
説
明
を
す
れ
ば
、
理
解
を

得
ら
れ
る
」
等
の
意
見
が

あ
っ
た
。（

新
報
編
集
部
報
）

　「
出
版
局
長
代
行
に
関
す

る
件
」
で
は
、
今
総
会
期
に

お
い
て
、
す
み
や
か
に
出
版

局
の
業
務
・
経
営
改
善
の
取

り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、

網
中
彰
子
総
幹
事
が
出
版
局

長
代
行
を
兼
務
す
る
こ
と
を

可
決
し
た
。
な
お
、
職
務
内

容
や
勤
務
形
態
等
に
つ
い
て

は
、
飯
光
局
長
代
行
が
担
っ

て
き
た
こ
と
を
基
本
的
に
引

き
継
ぐ
。
25
年
4
月
1
日
よ

り
就
任
す
る
こ
と
と
す
る

が
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も

準
備
に
当
た
る
。

　
協
議
の
中
で
は
、
多
忙
で

あ
る
総
幹
事
が
、
難
問
を
抱

え
て
い
る
出
版
局
長
代
行
も

兼
任
す
る
こ
と
を
心
配
す
る

意
見
が
あ
る
一
方
、「
緊
急

事
態
に
際
し
、
出
版
局
の
状

況
を
打
開
し
て
行
く
た
め
の

も
の
」、「
総
幹
事
が
担
う
こ

と
で
、
出
版
局
と
の
風
通
し

が
良
く
な
る
」
等
の
意
見
も

出
さ
れ
た
。

　
雲
然
俊
美
議
長
は
、「
経

営
状
況
は
か
な
り
厳
し
い

が
、
文
書
伝
道
の
砦
は
守
っ

て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、
前
総
会
期
か

ら
の
流
れ
を
分
か
っ
て
い
る

総
幹
事
に
代
行
を
担
っ
て
も

ら
う
意
義
を
告
げ
た
。

　
網
中
総
幹
事
は
、「
職
場

の
こ
と
を
把
握
し
つ
つ
、
職

員
と
共
に
考
え
、
今
あ
る
宝

を
生
か
し
つ
つ
も
覚
悟
を

持
っ
て
改
革
し
て
行
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
」と
述
べ
た
。
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教
団
総
会
を
振
り
返
り
、様
々
な
意
見
が

あ
っ
た
。
総
会
最
初
に
「
上

程
し
な
い
」
と
し
た
議
案
が

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
上

程
を
し
た
上
で
「
取
り
扱
わ

な
い
」
と
し
て
議
場
の
判
断

を
仰
ぐ
と
い
う
形
に
す
べ
で

き
で
あ
っ
た
等
の
意
見
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
総
会
の
中

で
、
教
師
検
定
試
験
は
、
信

じ
て
い
な
い
こ
と
を
信
じ
て

い
る
と
し
な
け
れ
ば
通
ら
な

い
と
い
う
趣
旨
の
発
言
、
教

団
の
中
に
憎
し
み
や
嫌
悪
感

が
あ
る
と
の
発
言
、
ま
た
、

聖
書
を
神
の
言
葉
と
信
じ

ず
、
信
仰
告
白
を
否
定
す
る

よ
う
な
発
言
が
あ
り
、
心
を

痛
め
る
議
員
が
い
た
こ
と
を

指
摘
し
、
悔
い
改
め
る
べ
き

こ
と
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

こ
の
扱
い
に
つ
い
て
は
常
議

員
か
ら
様
々
な
意
見
が
述
べ

ら
れ
、
三
役
か
ら
の
提
案
に

よ
り
、「
発
言
録
を
用
意
し
、

7
月
の
常
議
員
会
で
協
議
す

る
」
こ
と
を
承
認
し
た
。

　
総
幹
事
報
告
の
中
で
、
網

「
常
議
員
会
運
営
方
針
お
よ
び
課
題
と
取
り
組
み
」

協議会
　
一
日
目
の
議
事
終
了
後
に

「
第
43
総
会
期
常
議
員
会
運

営
方
針
お
よ
び
課
題
と
取
り

組
み
」
と
題
し
て
協
議
会
が

開
か
れ
た
。
ま
ず
雲
然
俊
美

議
長
が
発
題
を
行
っ
た
。
そ

の
中
で
議
長
は
、
常
議
員
会

の
運
営
方
針
と
し
て
、
常
議

員
が
常
に
教
団
の
教
会
や
教

区
、
関
係
学
校
等
を
祈
り
を

も
っ
て
支
え
る
こ
と
、
教
団

の
歴
史
や
直
面
す
る
諸
課
題

を
把
握
し
活
発
な
審
議
を
す

る
こ
と
を
求
め
た
。

　
次
に
雲
然
議
長
は
今
期
常

議
員
会
の
課
題
と
取
り
組
み

と
し
て
⑴
能
登
半
島
地
震
被

災
教
会
会
堂
再
建
支
援
活

動
、
⑵
教
団
出
版
局
業
務
・

経
営
改
善
、
⑶
教
団
機
構
改

定
、
⑷
教
団
財
政
問
題
、
⑸

沖
縄
教
区
と
の
関
係
回
復
、

⑹
「
教
憲
・
教
規
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
日
本
基
督
教
団
の

教
師
論
」（
仮
称
）
活
用
、

⑺
伝
道
資
金
制
度
運
用
上
の

課
題
の
検
討
、
⑻
部
落
解
放

セ
ン
タ
ー
会
計
の
検
討
、
⑼

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
窓
口
お
よ
び
対
応

手
順
の
検
討
、
⑽
内
外
諸
教

会
・
そ
の
他
と
の
関
係
、
以

上
を
挙
げ
た
。

　
⑴
は
、
前
総
会
期
常
議
員

会
で
継
続
が
承
認
さ
れ
た

「
2
0
2
4
年
能
登
半
島
地

震
被
災
教
会
会
堂
等
再
建
支

援
委
員
会
」
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
。
⑵
に
つ
い
て

は
、
常
議
員
会
、
責
任
役
員

会
、
出
版
局
理
事
会
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に

し
な
が
ら
密
に
連
携
し
、
経

営
改
善
の
取
り
組
み
を
速
や

か
に
実
行
す
る
。
⑶
で
は
、

機
構
改
定
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
教
団
の
一
体
性
を
確

認
し
た
第
43
回
総
会
の
議
決

に
基
づ
く
改
定
案
を
作
成
し

常
議
員
会
で
検
討
す
る
。
⑷

は
、
予
算
決
算
委
員
会
と
責

任
役
員
会
で
教
団
会
計
の
執

行
状
況
の
把
握
、
中
長
期
的

な
あ
り
方
の
検
討
を
求
め

た
。
⑸
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
は
三
役
の
責
任
範
囲
で

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
常
議
員
会
に
も
報
告

し
意
見
を
求
め
て
い
く
。

　
⑹
に
つ
い
て
は
、
教
団
に

出
版
局
長
代
行
を
網
中
総
幹
事
が
兼
務

出版局
機構改定

中
彰
子
総
幹
事
は
、
総
会

費
用
に
つ
い
て
、「
会
場
費

2
4
2
0
万
円
、
議
案
書
・

資
料
の
印
刷
費
と
送
付
料

7
0
0
万
円
」
で
あ
っ
た
こ

と
、
前
総
会
期
で
終
了
し
た

「
伝
道
推
進
室
」
の
働
き
の

内
、「
日
本
伝
道
の
推
進
を

祈
る
日
」、「
全
国
伝
道
推
進

献
金
」
は
継
続
し
て
い
る
こ

と
、
出
版
局
に
つ
い
て
、
前

総
会
期
に
決
し
た
3
0
0
0

万
円
の
融
資
に
つ
い
て
は
、

銀
行
の
融
資
担
当
者
か
ら
返

済
に
向
け
た
業
務
改
善
に
つ

い
て
尋
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
厳
し
い
状
況
に
入
っ
た

こ
と
等
を
報
告
し
た
。

　
総
幹
事
報
告
の
中
で
、
中

部
教
区
が
作
成
し
た
、
能
登

半
島
地
震
1
年
を
覚
え
て
の

「
祈
り
の
し
お
り
」
が
配
布

さ
れ
、
加
藤
幹
夫
中
部
教
区

議
長
は
「
1
月
1
日
、
16
時

10
分
に
祈
り
を
共
に
合
わ
せ

て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

　
2
0
2
5
年
8
月
に
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
後
80
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
常
議
員

会
に
お
い
て
「
戦
後
80
年
に

あ
た
っ
て
平
和
を
求
め
る
祈

り
」
を
作
成
し
公
に
す
る
こ

と
を
可
決
、
原
案
の
作
成

を
、
小
堀
康
彦
、
岸
憲
秀
、

土
屋
芳
子
各
常
議
員
に
付
託

し
た
。「
光
復
節
80
年
で
あ

る
こ
と
も
受
け
止
め
、
悔
い

改
め
を
も
っ
て
取
り
組
む
べ

き
」、「
戦
中
・
戦
後
の
教
団

の
歩
み
に
つ
い
て
の
歴
史
検

証
を
行
い
、
罪
責
の
告
白
と

い
う
視
点
を
も
っ
て
祈
り
を

さ
さ
げ
る
べ
き
」
等
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　
大
三
島
義
孝
幹
事
（
宣

教
・
社
会
・
教
育
・
予
算

決
算
各
委
員
会
お
よ
び
財

務
）
を
継
続
し
て
任
用
す
る

こ
と
、
第
44
回
教
団
総
会

を
、
2
0
2
6
年
10
月
27
～

新常議員が自己紹介

お
け
る
有
効
的
な
活
用
の
仕

方
を
検
討
す
る
。
⑺
は
、
規

則
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
課

題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
⑻

で
は
、
教
団
か
ら
の
繰
入
金

の
扱
い
や
特
別
会
計
の
設
置

等
、
課
題
の
あ
る
会
計
の
あ

り
方
に
教
団
と
し
て
ど
う
関

わ
っ
て
い
け
る
か
を
検
討
す

る
。
⑼
に
つ
い
て
は
、
現
行

規
則
で
は
対
応
で
き
て
い
な

い
の
で
検
討
を
行
っ
て
い

く
。
⑽
は
、
関
係
の
あ
り
方

を
検
討
し
、
特
に
台
湾
基
督

長
老
教
会
と
の
関
係
を
強
固

な
も
の
に
し
て
い
く
。

　
発
題
を
受
け
「
10
項
目
に

優
先
順
位
は
あ
る
か
」
と
い

う
質
問
に
議
長
は
「
⑴
～
⑸

は
前
総
会
期
か
ら
の
申
し
送

り
の
た
め
速
や
か
に
進
め
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
機
構
改
定
に
つ
い
て
は

「
44
回
総
会
に
改
定
案
を
提

出
す
る
の
か
」
と
い
う
質
問

に
議
長
は
「
総
会
議
員
数
と

常
議
員
数
の
削
減
と
委
員
会

再
編
だ
け
で
も
提
案
し
た

い
」
と
答
え
た
。

　
沖
縄
教
区
と
の
関
係
回
復

に
つ
い
て
は
「
第
33
回
総
会

ば
か
り
に
こ
だ
わ
ら
ず
教
団

紛
争
の
総
括
も
含
め
て
や
ら

な
い
と
ぼ
や
け
る
」
と
い
う

声
も
上
が
っ
た
。

（
米
山
恭
平
報
）

29
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
で
行
う
こ
と
を
可
決
し

た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

　
第
1
回
常
議
員
会
が
12
月

9
〜
10
日
、
教
団
会
議
室
で

常
議
員
30
名
中
29
名
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
今
総
会
期
最
初
の
会
議
で

あ
る
こ
と
を
受
け
て
、
雲
然

俊
美
議
長
が
挨
拶
し
、
そ
の

中
で
、開
催
方
法
に
つ
い
て
、

常
議
員
は
原
則
対
面
、
事
情

が
あ
る
場
合
は
事
前
に
了
解

を
得
て
オ
ン
ラ
イ
ン
も
可
と

す
る
こ
と
、
陪
席
者
は
報
告

が
あ
る
場
合
は
対
面
、
そ
の

他
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
す
る
こ

と
等
を
告
げ
た
。

　
第
43
回
教
団
総
会
に
関
す

る
件
で
は
、
黒
田
若
雄
書
記

が
「
議
決
事
項
メ
モ
」
に

沿
っ
て
報
告
し
た
後
、
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
多
く

の
議
案
が
審
議
未
了
廃
案
に

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
選

挙
の
時
間
を
短
く
す
る
方
法

を
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
が
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【
選
任
】

7
．
教
団
総
会
常
任
委
員
選

任
に
関
す
る
件

　［
会
計
監
査
］
服
部
能
幸

（
招
）、
鈴
木
齋
、
長
島
恵

子
8
．
宗
教
法
人
「
日
本
基
督

教
団
」
責
任
役
員
選
任
に

関
す
る
件

　［
責
任
役
員
］ 

雲
然
俊
美
、

藤
盛
勇
紀
、
黒
田
若
雄
、

武
田
真
治
、
東
野
尚
志
、

河
田
直
子
、
稲
松
義
人

　［
会
計
監
査
］ 

服
部
能
幸
、

長
島
恵
子

【
承
認
】

9
．
出
版
局
局
長
承
認
に
関

す
る
件

＊
43
総
会
期
常
議
員
会
に

付
託
。
選
任
ま
で
飯
光
を

局
長
代
行
と
す
る
。

16
．
2
0
2
4
年
秋
季
教
師

検
定
試
験
合
格
者
承
認
に

関
す
る
件

17
．
2
0
2
2
年
度
教
団
歳

入
歳
出
決
算
承
認
に
関
す

る
件

18
．
2
0
2
3
年
度
教
団
歳

入
歳
出
決
算
承
認
に
関
す

る
件

21
．
2
0
2
2
年
度
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
決
算
承
認
に

関
す
る
件

22
．
2
0
2
3
年
度
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
決
算
承
認
に

関
す
る
件

24
．
2
0
2
2
年
度
出
版
局

決
算
承
認
に
関
す
る
件

25
．
2
0
2
3
年
度
出
版
局

決
算
承
認
に
関
す
る
件

26
．
2
0
2
2
年
度
年
金
局

決
算
承
認
に
関
す
る
件

27
．
2
0
2
3
年
度
年
金
局

決
算
承
認
に
関
す
る
件

28
．
2
0
2
4
年
度
年
金
局

財
務
計
画
案
承
認
に
関
す

る
件

29
．
2
0
2
5
年
度
年
金
局

財
務
計
画
案
承
認
に
関
す

る
件

【
可
決
】

19
．
2
0
2
4
年
度
教
団
歳

入
歳
出
実
行
予
算
に
関
す

る
件

20
．
2
0
2
5
年
度
教
団
歳

入
歳
出
原
予
算
に
関
す
る

件
23
．
2
0
2
4
年
度
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
予
算
に
関
す

る
件

30
．
日
本
基
督
教
団
の
全
体

教
会
と
し
て
の
一
体
性
を

確
認
す
る
件

【
常
議
員
会
に
付
託
】

10
．
出
版
局
理
事
・
監
事
承

認
に
関
す
る
件

11
．
年
金
局
理
事
・
監
事
承

認
に
関
す
る
件

12
．
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
選
任
に
関
す
る
件 

15
．
教
団
関
係
学
校
お
よ
び

関
係
団
体
理
事
・
評
議
員

等
推
薦
に
関
す
る
件

45
．
第
43
回
日
本
基
督
教
団

総
会
議
事
録
承
認
に
関
す

る
件

46
．
第
44
回
日
本
基
督
教
団

総
会
開
催
に
関
す
る
件

【
否
決
】

36
．
教
憲
9
条
を
改
正
し
、

伴
っ
て
関
連
教
規
条
項
を

改
正
す
る
件〔
九
州
教
区
〕

＊
先
議
の
動
議
が
可
決
さ

れ
、
先
議
の
上
否
決
。

37
．
伝
道
資
金
規
則
改
定
に

関
す
る
件
〔
九
州
教
区
〕

　
＊
先
議
の
上
否
決
。

42
．
日
本
基
督
教
団
「
沖

縄
連
帯
金
」
の
減
額
分

7
6
0
万
円
を
支
出
す
る

件
〔
大
阪
教
区
〕

　
＊
先
議
の
上
否
決
。

44
．
常
議
員
選
挙
を
半
数
連

記
で
行
う
件〔
今
井
牧
夫
〕

【
選
考
委
員
選
任
】

13
．
常
設
委
員
会
お
よ
び
常

設
専
門
委
員
会
委
員
選
任

に
関
す
る
件

14
．
宣
教
研
究
所
委
員
選
任

に
関
す
る
件

　［
選
考
委
員
］ 

雲
然
俊
美
、

藤
盛
勇
紀
、
黒
田
若
雄
、

田
中
か
お
る
、
岡
村
恒
、

服
部
修
、 

菅
原
力
、
豊
川

昭
夫
、
守
安
久
美
子
、
中

嶌
曉
彦

【
廃
案
】

31
．
日
本
基
督
教
団
と
沖
縄

キ
リ
ス
ト
教
団
と
の「『
合

同
と
ら
え
な
お
し
と
実
質

化
』
特
設
委
員
会
」
設
置

す
る
件
〔
西
中
国
教
区
〕

33
．「
沖
縄
教
区
と
『
対
話
』

を
再
開
で
き
る
よ
う
に
、

『
合
同
』
し
た
一
方
の
当

事
者
で
あ
る
日
本
基
督
教

団
の
問
題
性
を
認
め
る
た

《
第
43
回
教
団
総
会
》
主
な
総
会
議
事
結
果

め
の
話
し
合
い
を
開
始
す

る
件
〔
兵
庫
教
区
〕	

34
．
教
団
伝
道
資
金
制
度
の

見
直
し
を
求
め
る
件
〔
兵

庫
教
区
〕

35
．
日
本
基
督
教
団
は
、
日

本
基
督
教
団
に
お
け
る
同

性
愛
者
を
は
じ
め
と
す
る

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
差
別
の
歴
史
を
総

括
し
、
か
つ
宣
教
課
題
と

し
て
取
り
組
む
件
〔
兵
庫

教
区
〕

38
．
教
規
第
61
条
等
の
一
部

を
改
正
す
る
件
〔
九
州
教

区
〕

39
．「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に

関
す
る
規
則
」
の
見
直
し

を
求
め
る
件〔
九
州
教
区
〕

41
．
教
団
伝
道
資
金
制
度
見

直
し
委
員
会
設
置
に
関
す

る
件
〔
大
阪
教
区
〕

43
．
辺
野
古
新
基
地
建
設
中

止
・
普
天
間
基
地
即
時
返

還
・
琉
球
弧
に
お
け
る
自

衛
隊
基
地
化
反
対
声
明
に

関
す
る
件
〔
大
阪
教
区
〕

【
上
程
せ
ず
】

32
．
北
村
慈
郎
教
師
に
対
す

る
免
職
処
分
に
つ
い
て
再

検
討
を
す
る
件
〔
西
中
国

教
区
〕

40
．
日
本
基
督
教
団
第
36
総

会
期
教
師
委
員
会
に
よ
り

戒
規
免
職
処
分
に
さ
れ
た

北
村
慈
郎
教
師
の
戒
規

申
立
と
審
判
委
員
の
選
任

に
公
正
・
中
立
性
に
つ
い

て
疑
い
が
あ
る
の
で
、
本

総
会
期
常
議
員
会
で
新
た

な
審
判
委
員
を
選
び
、
再

審
理
を
求
め
る
件
〔
神
奈

川
教
区
〕

　
常
議
員
会
で
は
、
第
43
総

会
期
を
担
う
人
事
に
つ
い
て

の
議
案
を
扱
っ
た
。

　
常
設
委
員
会
・
常
設
専
門

委
員
会
、
宣
教
研
究
所
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
選
考
委
員
会
が
選
ん
だ

候
補
者
を
承
認
し
た
。
協
議

の
中
で
、「
委
員
は
、
信
仰

告
白
に
立
ち
、
教
憲
教
規
を

守
る
と
い
う
枠
の
中
で
選
ば

れ
る
べ
き
」
と
の
意
見
が
あ

り
、
岡
村
恒
書
記
は
、
そ
の

点
を
配
慮
し
た
上
で
の
候
補

者
で
あ
る
と
応
じ
た
。ま
た
、

教
区
を
代
表
す
る
陪
席
者
か

ら
は
、
教
区
か
ら
推
薦
し
た

候
補
者
が
入
っ
て
い
な
い
こ

と
を
指
摘
し
、「
全
教
団
的

に
作
り
上
げ
て
行
く
と
い
う

観
点
が
無
い
」
等
の
意
見
が

述
べ
ら
れ
た
。

諸
委
員
会
の
委
員
を
承
認

人事関連
　
出
版
局
理
事
・
監
事
、
年

金
局
理
事
・
監
事
、
部
落
解

放
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
・
監

事
、「
隠
退
教
師
を
支
え
る

運
動
」
推
進
委
員
は
、
第
二

選
考
委
員
を
選
任
し
た
上

で
、
一
日
目
議
事
終
了
後
に

委
員
会
を
開
催
、
二
日
目
に

推
薦
者
を
承
認
し
た
。

　
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
監
事

の
み
、
3
月
の
常
議
員
会
で

決
議
。

常
任
常
議
員

雲
然
俊
美
、
藤
盛
勇
紀
、

黒
田
若
雄
、
藤
掛
順
一
、

服
部
修
、
大
友
英
樹
、
宮

本
義
弘
、
豊
川
昭
夫
、
髙

橋
嘉
男
、
宮
本
修

在
日
大
韓
基
督
教
会
と
日
本

基
督
教
団
と
の
宣
教
協
力
委

員
会
委
員

雲
然
俊
美
、
藤
盛
勇
紀
、

黒
田
若
雄
、（
在
日
韓
国

朝
鮮
人
連
帯
特
設
委
員
会

委
員
長
）、（
宣
教
委
員
長
）

在
日
韓
国
朝
鮮
人
連
帯
特
設

委
員
会
委
員

久
世
そ
ら
ち
、
岸
憲
秀
、

篠
浦
千
史
、
本
城
勇
介
、

稲
松
義
人

東
日
本
大
震
災
救
援
対
策
継

続
事
業
委
員
会
委
員

藤
盛
勇
紀
、
大
友
英
樹
、

中
嶌
曉
彦
、
佐
久
間
文
雄

2
0
2
4
年
能
登
半
島
地
震

被
災
教
会
会
堂
等
再
建
支
援

委
員
会
委
員

宮
本
義
弘
、
岡
村
恒
、
宮

本
修
、
守
安
久
美
子

伝
道
資
金
小
委
員
会
委
員

藤
盛
勇
紀
、田
中
か
お
る
、

（
宣
教
委
員
長
）、（
伝
道

委
員
長
）、（
奥
羽
・
東
京
・

四
国
教
区
議
長
）

教
師
養
成
制
度
検
討
委
員
会

委
員

菅
原
力
、
雲
然
俊
美
、
服

部
修
、
東
野
尚
志
（
教
師

委
員
長
）、（
他
1
名
）

牧
会
者
と
そ
の
家
族
の
た
め

の
相
談
室
委
員
会
委
員

加
藤
幹
夫
、
吉
澤
永
、
竹

村
眞
知
子
、
石
丸
昌
彦
、

藤
崎
義
宣

教
団
関
係
学
校
及
び
関
係
団

体
理
事
・
評
議
員

　
三
役
一
任

教
団
各
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
委
員
選
任

　
三
役
一
任

（
そ
の
他
の
人
事
は
、
候
補

者
に
確
認
し
た
後
、
最
終
結

果
を
後
日
報
告
）

（
新
報
編
集
部
報
）

　
11
月
13
〜
16

日
、
福
音
主
義

連
帯
宣
教
会

（E
v
an
g
eli-

cal M
ission 

in S
olidari-

ty

〔
略
称
Ｅ

Ｍ
Ｓ
〕）
の
2

年
に
一
度
の
総

会
が
、
ド
イ
ツ

南
部
の
都
市
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
で

開
催
さ
れ
た
。

私
は
日
本
基
督

教
団
を
代
表
し

て
参
加
し
た
。

　
参
加
者
は
、

私
を
含
む
投
票

権
を
持
つ
代
表

者
が
52
名
（
計

23
の
教
会
と
五

つ
の
宣
教
会
を

含
む
）、
さ
ら
に
ゲ
ス
ト
が
9
名
、
退

任
す
る
宣
教
協
議
会
メ
ン
バ
ー
が
4

名
、
そ
し
て
事
務
局
が
総
勢
23
名
、
通

訳
者
2
名
で
あ
っ
た
。
出
身
国
は
ア
フ

リ
カ
（
ガ
ー
ナ
、
南
ア
）、
欧
米
（
ド

イ
ツ
、
米
国
）、
中
東
（
ヨ
ル
ダ
ン
）、

南
ア
ジ
ア（
イ
ン
ド
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、

東
ア
ジ
ア
（
韓
国
、
日

本
）
に
亘
る
。
教
団
と

協
約
関
係
を
も
つ
諸

教
会
の
代
表
も
い
た
。

　
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に

本
部
を
置
く
、
ド
イ
ツ

生
ま
れ
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
宣
教
団
体
だ

が
、
議
決
と
活
動
に
つ

い
て
は
、
世
界
各
地
域

の
メ
ン
バ
ー
教
会
の

声
を
広
く
集
め
る
方

針
を
と
っ
て
い
る
。

　
新
し
い
総
会
期
を

迎
え
る
の
で
、
た
く
さ

ん
の
重
要
な
活
動
報
告
と
並
ん
で
、
多

く
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
う
ち
議

長
団
の
新
し
い
代
表
に
、
ア
ン
ネ
・
ハ

イ
ト
マ
ン
牧
師
（
ド
イ
ツ
・
バ
ー
デ
ン

州
福
音
主
義
教
会
）
が
、
ま
た
副
議
長

に
マ
ル
ク
ス
・
イ
ェ
ク
レ
牧
師
（
ド
イ

ツ
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
福
音
主
義
教
会
）、

Ａ
・
Ｊ
・
オ
ジ
ャ
ウ
ォ
牧
師
（
ガ
ー
ナ

長
老
教
会
）、
ジ
ュ
ニ
タ
牧
師
（
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
ト
ラ
ジ
ャ
教
会
、
ユ
ー
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）
の
3
名
が
、
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
を
反
映
し
た
か
た

ち
で
あ
る
。
私
は
宣
教
協
議
会
メ
ン

バ
ー
に
「
東
ア
ジ
ア
」
枠
で
選
出
さ
れ

た
。

　
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
を
担
当
し
た

Ｓ
・
ラ
キ
ス
教
授
は
、「
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
の
愛
は
、
人
格
・
社
会
・
世
界
（
コ

ス
モ
ス
）
の
変
貌
を
促
す
と
い
う
意
味

で
、
公
共
的
な
性
格
を
持
つ
」
と
述
べ

た
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
精
神
を
よ
く
表
し
て
い

る
。
本
会
議
に
先
立
っ
て
ユ
ー
ス
の
会

が
開
か
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー

シ
ア
、
ま
た
韓
国
か
ら
の
参
加
者
が
、

そ
の
ま
ま
本
会
議
を
傍
聴
し
て
お
り
新

鮮
で
あ
っ
た
。総
会
後
に
有
志
で
、バ
ー

ゼ
ル
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
21
を
訪
ね
た
。

（
廣
石
　
望
報
）

新しい総会期を担う役員を選出
EMS総会

Ⓒ EMS/Reimoldフライブルクで開催

｢カルト問題相談会｣

◎ 日 時　2025年1月24日
(金) 午後1時～ 3時
◎会場　日本キリスト教会

館4階B会議室と小会議
室 （東京都新宿区西早稲
田2-3-18、電話03-3203-
4270）

酒井薫（東駒形教会牧師、
日本基督教団東京地区カル
ト問題連絡会2024年度世
話人)

常議員会常議員会
  第 43 総会期 第 1 回

Ⓒ EMS/Reimold

教 団 新 報 （2）　2024 年 12月 28日第 5027 号　　　　　（第三種郵便物認可）



「兵庫県南部大地震記念の日」
追悼礼拝

「出来事が問う、その問いを石
畳として」～地域の再生なくし
て、教会の復興はありえない～
西澤他喜衛さん（須磨教会・曽
根教会牧師）
◎日時・場所
　2025年1月17日（金）午後6時
　日本基督教団 神戸教会
◎主催・問合せ
　日本基督教団 兵庫教区

（℡078-856-4127）
礼拝ライ
ブ配信用
QRコード

礼拝式次
第用
QRコード

小
野
澤
照
夫（
隠
退
教
師
）

　
24
年
11
月
11
日
逝
去
、
83

歳
。
長
野
県
生
ま
れ
。
82
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
、
同

年
よ
り
飯
田
知
久
町
教
会
を

牧
会
し
、
日
本
聖
書
神
学
校

に
務
め
、
沼
津
教
会
、
河
辺

伝
道
所
、
め
じ
ろ
台
、
米
子

錦
町
教
会
を
経
て
22
年
隠

退
。
遺
族
は
妻
・
小
野
澤
明

子
さ
ん
。

清
島
恒
德（
隠
退
教
師
）

　
24
年
11
月
14
日
逝
去
、
80

歳
。
千
葉
県
生
ま
れ
。
69
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
、同
年
よ
り
上
田
新
参
町
、

高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
郡

山
細
沼
教
会
、名
古
屋
堀
川
、

甲
西
伝
道
所
を
牧
会
し
、
15

年
隠
退
。
遺
族
は
娘
・
小
室

望
さ
ん
。

岡
嶋
千
宙（
向
島
伝
道
所
担

任
教
師
）

　
24
年
11
月
14
日
逝
去
、
47

歳
。
青
森
県
生
ま
れ
。
17
年

関
西
学
院
大
学
大
学
院
修

了
、
18
年
よ
り
向
島
伝
道
所

を
牧
会
。
遺
族
は
父
・
藤
田

6 年ぶりに開催

　
第
42
総
会
期
第
1
回
牧
会

者
な
ら
び
に
そ
の
家
族
の
精

神
的
な
ケ
ア
を
考
え
る
全
国

交
流
会（
以
下
全
国
交
流
会
）

が
、
11
月
18
～
19
日
に
か
け

て
、
教
団
会
議
室
を
会
場
に

実
施
さ
れ
た
。
全
国
交
流
会

は
、
今
ま
で
、
障
が
い
を
考

え
る
小
委
員
会
に
お
い
て
同

じ
テ
ー
マ
で
3
回
開
催
さ
れ

た
が
、
牧
会
者
と
そ
の
家
族

の
た
め
の
相
談
室
委
員
会
主

催
と
し
て
は
、
今
回
が
初
め

て
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
延
期
も
あ
り
、
6
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。

　
相
談
室
委
員
長
の
加
藤
幹

夫
教
師
に
よ
る
開
会
礼
拝
を

さ
さ
げ
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
時
を
持
っ
た
。
開

会
礼
拝
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
教
会
の

危
機
的
状
況
、
そ
の
中
心
に

お
か
れ
て
い
る
牧
師
と
そ
の

家
族
の
危
機
的
な
状
況
を
受

け
止
め
、
目
に
見
え
る
問
題

解
決
で
は
な
く
、
共
に
弱
さ

や
苦
し
み
を
抱
え
た
同
労
者

と
し
て
、
福
音
の
恵
み
に
与

る
こ
と
が
、
全
国
交
流
会
の

目
的
で
あ
る
こ
と
が
委
員
長

か
ら
示
さ
れ
た
。

　
講
師
の
蔡
香
氏
（
牧
会
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
・
精
神
保
健

福
祉
士
）
よ
り
、「
牧
会
者

と
そ
の
家
族
の
ケ
ア
の
た

め
に
」
と
い
う
講
演
を
受

け
、
質
疑
応
答
の
時
を
持
っ

た
。
参
加
者
は
積
極
的
に
発

言
し
、
講
師
の
講
演
か
ら
、

テ
ー
マ
に
つ
い
て
掘
り
下
げ

て
受
け
止
め
、
考
え
る
機
会

と
な
っ
た
。
特
に
牧
会
に
お

け
る
対
人
援
助
に
お
い
て
、

牧
師
や
家
族
は
自
分
の
限
界

を
超
え
て
相
談
者
の
援
助
を

し
よ
う
と
し
て
し
ま
う
が
、

そ
れ
は
相
談
者
に
と
っ
て
も

負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
限
界
を
超
え
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
る
こ
と
の
大
切

さ
が
示
さ
れ
た
。

　
全
体
で
の
交
わ
り
の
時

は
、
教
区
名
、
教
会
名
と
自

身
の
名
前
、
そ
し
て
ス
ト
レ

ス
解
消
法
を
語
っ
て
頂
き
、

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し
て
和

や
か
な
時
を
持
っ
た
。

　
翌
日
は
、
7
分
団
に
分
か

れ
て
、
少
人
数
で
の
分
団
協

議
の
時
を
持
っ
た
。
分
団
協

議
の
内
容
は
、
公
開
し
な
い

と
の
約
束
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
団
で
牧
会
の
現
場
に

お
け
る
苦
悩
を
分
か
ち
合

い
、
祈
る
時
を
持
っ
た
。

　
本
委
員
会
の
活
動
や
全
国

交
流
会
は
、
目
に
見
え
る
成

果
が
す
ぐ
に
出
る
も
の
で
は

な
く
、問
題
解
決
で
も
な
い
。

弱
さ
を
丁
寧
に
受
け
止
め
、

共
に
主
の
憐
れ
み
に
あ
ず
か

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
歩
み

を
進
め
た
い
。

（
吉
澤
　
永
報
）

主
の
憐
れ
み
に
あ
ず
か
る
こ
と
を
目
指
し
て

 
♦
牧
会
者
な
ら
び
に
そ
の
家
族
の
精
神
的
な
ケ
ア
を
考
え
る
全
国
交
流
会
♦

　
10
月
22
日
か
ら
25
日
に
か

け
て
行
わ
れ
た
日
本
基
督
教

団
能
登
半
島
地
震
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し

た
。
私
が
こ
の
報
告
を
書
い

て
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
24
日
に
は
尼
崎
に
帰
る

必
要
が
あ
り
、
中
途
半
端
に

帰
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
参

加
を
お
考
え
の
方
は
全
日
参

加
で
予
定
を
組
ま
れ
た
方
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
1
月
に
震
災
が
起
こ
り
、

9
月
に
水
害
が
起
こ
っ
た
能

登
で
す
が
、
ワ
ー
ク
で
訪
れ

た
時
点
で
1
か
月
ほ
ど
が
経

過
し
て
い
ま
し
た
。
地
震
に

よ
り
道
路
は
ボ
コ
ボ
コ
に
な

り
、
迂
回
す
る
よ
う
に
道
路

が
補
修
さ
れ
た
部
分
が
い
く

つ
も
あ
り
、
段
差
も
激
し
く

残
っ
て
い
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

で
訪
れ
た
輪
島
に
は
、
水
害

で
堆
積
し
た
土
砂
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
残
っ
て
い
ま
し

た
。
能
登
半
島
を
北
上
す
る

に
つ
れ
、
災
害
の
爪
痕
が
少

し
ず
つ
見
え
る
よ
う
に
な

る
と
、
心
が
ざ
わ
め
き
ま
し

た
。
震
災
に
よ
る
被
害
か
ら

の
復
興
が
さ
れ
て
い
た
さ
中

に
、
水
害
が
起
こ
る
と
い
う

こ
と
は
そ
の
地
に
住
む
人
々

に
と
っ
て
大
き
な
辛
さ
を
与

能
登
半
島
地
震
報
告
《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
》

災
害
の
爪
痕
が
生
々
し
く
残
る
地
で

輪島教会から撮影

昌
宏
さ
ん
。

江
守
秀
夫（
新
生
教
会
主
任

担
任
教
師
）

　
24
年
10
月
9
日
逝
去
、
66

歳
。
京
都
府
生
ま
れ
。
83
年

同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
、

同
年
よ
り
大
森
め
ぐ
み
、
香

住
、
丹
波
新
生
、
延
岡
城
山
、

甲
南
、
大
津
、
安
中
、
新
生

教
会
を
牧
会
。
遺
族
は
妻
・

江
守
結
花
さ
ん
。

髙
倉
謙
次（
隠
退
教
師
）

　
24
年
11
月
15
日
逝
去
、
93

歳
。
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
61

年
東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
、
同
年
よ
り
深
川
、
千
葉

教
会
、
南
房
伝
道
所
を
牧
会

し
、06
年
隠
退
。
遺
族
は
娘
・

髙
倉
直
美
さ
ん
。

川
島
温
美（
隠
退
教
師
）

　
24
年
11
月
16
日
逝
去
、
86

歳
。
静
岡
県
生
ま
れ
。
85
年

受
允
、
同
年
よ
り
青
戸
伝
道

所
を
牧
会
し
、
10
年
隠
退
。

遺
族
は
息
・
川
島
裕
さ
ん
。

近
藤
十
郎（
梅
花
学
園
教
務

教
師
）

　
24
年
11
月
21
日
逝
去
、
81

歳
。
福
島
県
生
ま
れ
。
70
年

同
志
社
大
学
大
学
院
修
了
、

同
年
よ
り
膳
所
、
飫
肥
、
鳥

取
牧
会
を
牧
会
し
、
同
志
社

え
た
と
い
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
経
験
を
し
た
「
爪
痕
」

が
生
々
し
く
残
る
地
で
の
生

活
が
あ
り
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
の
内
容
は
、
輪
島

教
会
の
教
会
員
宅
の
水
害
被

害
の
片
付
け
で
し
た
。
泥

に
ま
み
れ
た
も
の
も
多
く
、

パ
ッ
と
見
た
だ
け
で
は
何
か

わ
か
ら
な
い
モ
ノ
で
す
が
、

被
災
さ
れ
た
方
に
と
っ
て
は

掛
け
替
え
の
な
い
生
活
の
一

部
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
災

害
に
関
連
し
て
多
く
の
も
の

が
ゴ
ミ
と
し
て
積
み
上
げ
ら

れ
て
い
る
光
景
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
単
な
る
ゴ
ミ
で

は
な
く
大
切
な
も
の
で
あ
る

と
い
う
想
像
力
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
思
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　
震
災
が
起
こ
っ
て
か
ら
間

も
な
く
1
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
報
道
で
よ
く

流
れ
た
輪
島
の
倒
壊
し
た
ビ

ル
は
私
た
ち
が
訪
れ
る
少
し

前
か
ら
解
体
作
業
が
始
ま
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
。
普
段
の

生
活
が
戻
る
こ
と
を
望
み
な

が
ら
、
な
か
な
か
進
ま
な
い

復
興
の
現
状
を
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
自
分
の
生
活
の
場
か

ら
離
れ
た
場
所
の
こ
と
を
、

祈
り
な
が
ら
覚
え
る
こ
と
が

私
た
ち
に
は
で
き
ま
す
。
能

登
半
島
の
災
害
を
覚
え
続
け

る
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　
震
災
か
ら
は
1
年
が
経
と

う
と
し
て
、
冬
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
冬
の
さ
中
に
、

被
災
地
に
生
き
る
方
々
の
命

が
守
ら
れ
る
こ
と
を
祈
る
者

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
桝
田
翔
希
報
）

女
子
大
学
に
務
め
、
城
陽
教

会
を
経
て
梅
花
学
園
に
務
め

る
。
遺
族
は
息
・
近
藤
誠
さ

ん
。

渋
川
怜
子（
隠
退
教
師
）

　
24
年
11
月
13
日
逝
去
、
86

歳
。
岡
山
県
生
ま
れ
。
65
年

東
京
聖
書
学
校
卒
業
、
同
年

よ
り
浅
草
橋
、
小
石
川
白
山

教
会
、
千
城
台
伝
道
所
、
勝

沼
教
会
、
十
条
伝
道
所
を
牧

会
し
、
16
年
隠
退
。
遺
族
は

息
・
渋
川
宣
行
さ
ん
。

　
正
教
師
登
録

岩
田
真
紗
美

（
2
0
2
4
・
11
・
24
受
按
）

鵜
﨑
　
寿
、
甲
賀
正
彦

（
2
0
2
4
・
11
・
30
受
按
）

　
補
教
師
登
録

大
槻
茂
勝

（
2
0
2
4
・
11
・
17
受
允
）

　
教
師
異
動

西
東
京
　
辞（
主
）加
藤
　
哲

宇
治
　
　
辞（
担
）山
下
裕
三

山
梨
英
和
大
学

辞（
教
）洪
　
伊
杓

国
府
　
　
就（
代
）佐
野
　
匡

喜
界
　
　
就（
代
）青
山
　
実

　
教
師
隠
退

加
藤
　
哲
、

山
下
裕
三

「能登半島地震一年を覚えて」
　中部教区では「能登半島地震一年を
覚えて」地震発生1月1日16時よりオン
ライン祈祷会を行い、Youtube配信も
いたします。〈教団と中部教区のホー
ムページにYoutubeのURL（1月末まで視聴可）と

「祈りのしおり」のPDFを掲載〉
　全国の各教会・伝道所の皆さまにも、ご一緒に
祈りに覚えてくだされば幸いです。
　まだまだ再建には時がかかりますが、今後とも、
お祈りに覚えてくださり、ご支援をいただきたく
お願い申し上げます。
　2024年12月9日

中部教区総会議長　加藤幹夫
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常
議
員（
信
徒
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

⑴
奈
良
県
生
駒
市

⑵
1
9
9
4
年
4
月
3
日
、

倉
敷
教
会
、
田
井
中
純

作
牧
師

☆
趣
味
は
仕
事
（
自
社
の

経
営
以
外
に
他
社
の
社

外
取
締
役
や
監
査
役
も

兼
任
、
中
小
企
業
団
体

で
活
動
）

◎
ヨ
シ
ュ
ア
記
1
・
9「
わ

た
し
は
あ
な
た
に
命
じ

た
で
は
な
い
か
。強
く
、

ま
た
雄
々
し
く
あ
れ
。

あ
な
た
が
ど
こ
へ
行
く

に
も
、
あ
な
た
の
神
、

主
が
共
に
お
ら
れ
る
ゆ

え
、
恐
れ
て
は
な
ら
な

い
、
お
の
の
い
て
は
な

ら
な
い
」

⑴
兵
庫
県

⑵
1
9
7
2
年
12
月
24
日
、

西
神
戸
教
会
、
ノ
ー
マ

ン
・
パ
ー
ス
ン
ズ
宣
教

師
（
協
力
牧
師
）

☆
好
き
な
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
の
風
景
を
な
が

め
る
こ
と

☆
「
こ
れ
ら
の
小
さ
な
者

が
一
人
で
も
滅
び
る
こ

と
は
、
あ
な
た
が
た
の

天
の
父
の
御
心
で
は
な

い
」（
マ
タ
イ
に
よ
る
福

音
書
18
・
14
）、
讃
美
歌

（54）
・
5
3
2
番
（
ひ
と

た
び
は
死
に
し
身
も
）

☆
長
所
・
短
所
＝
忍
耐
強

い
方
だ
と
思
う
が
、
優

柔
不
断
。

⑴
出
身
地

⑵
信
仰
歴
（
受
洗
日
、
教
会
、
授
洗
牧
師
名
）

以
下
よ
り
選
択
し
て
自
由
に

☆
趣
味

☆
愛
誦
聖
句
・
愛
唱
讃
美
歌

☆
長
所
・
短
所

　境
さ
か
い　

　
和か

ず
ひ
こ彦

稲い
な
ま
つ松

　
義よ

し
と人

東
京
教
区

富
士
見
町
教
会

東
海
教
区

遠
州
栄
光
教
会

◎順不同

⑴
東
京
都

⑵
1
9
6
0
年
5
月
15
日
、

国
際
基
督
教
団
代
々
木

教
会
、
吉
本
斗
川
牧
師

☆
ゴ
ル
フ
・
麻
雀
・
カ
ラ

オ
ケ

☆
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書

28
・
19
「
だ
か
ら
、あ
な

が
た
は
行
っ
て
、
す
べ

て
の
民
を
わ
た
し
の
弟

子
に
し
な
さ
い
」、讃
美

歌
（54）
・
3
7
9
番
「
見

よ
や
十
字
架
の
旗
た
か

し
」

☆
長
所
＝
何
事
に
も
真
摯

に
取
り
組
む
こ
と

　
短
所
＝
気
が
短
い
こ
と

⑴
香
川
県

⑵
1
9
8
6
年
12
月
21
日
、

蕃
山
町
教
会
、
秋
山
徹

牧
師

☆
裏
千
家
茶
道
（
下
手
の

横
好
き
）。西
欧
の
美
術

館
や
教
会
へ
の
個
人
旅

行
。
ル
シ
ア
・
ベ
ル
リ

ン
を
読
む
こ
と
。

☆
イ
ザ
ヤ
書
43
章
、
フ
ィ

リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙

3
・
13
〜
14
、
讃
美
歌

＝
た
く
さ
ん

☆
長
所
は
見
つ
か
り
ま
せ

ん
。
短
所
は
、
す
ぐ
後

悔
す
る
く
せ
に
、
人
に

厳
し
く
、
自
分
に
甘
い

と
こ
ろ
、
な
ど
な
ど
。

佐さ
く
ま
久
間
　
文ふ

み
お雄

河か
わ
だ田

　
直な

お
こ子

関
東
教
区

志
木
教
会

東
中
国
教
区

蕃
山
町
教
会

⑴
長
野
県
須
坂
市

⑵
1
9
7
6
年
7
月
4
日
、

中
野
桃
園
教
会
、
塚
田

孝
牧
師

☆
趣
味
は
お
菓
子
作
り
、

6
人
の
孫
が
に
こ
に
こ

し
な
が
ら
食
卓
を
囲
む

光
景
は
至
福
の
喜
び
、

感
謝
の
ひ
と
と
き
で

す
。

☆
私
の
長
所
は
明
る
く
前

向
き
で
く
よ
く
よ
し
な

い
こ
と
で
す
。
ど
な
た

と
で
も
話
が
で
き
、
相

手
の
話
を
よ
く
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
短
所

は
、
夢
中
に
な
る
と
周

り
が
見
え
な
く
な
る
こ

と
で
す
。

土つ
ち
や屋

　
芳よ

し
こ子

東
海
教
区

長
野
県
町
教
会

⑴
東
京
都

⑵
1
9
8
7
年
6
月
7
日
、

越
谷
教
会
、
石
橋
秀
雄

牧
師

☆
競
歩
（
今
年
の
全
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
年
代
別
3

位
入
賞
）。
詩
吟（
耕
象

流
師
範
）。浦
和
レ
ッ
ズ

サ
ポ
ー
タ
ー
（
30
年
間

ホ
ー
ム
の
試
合
ほ
ぼ
全

部
観
戦
）。教
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
（
約
30

教
会
作
成
）。

☆
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書

16
・
33
、
讃
美
歌

（54）
・

1
9
1
番

☆
長
所
＝
明
る
い

　
短
所
＝
せ
っ
か
ち

⑴
愛
知
県

⑵
1
9
8
7
年
4
月
19
日
、

半
田
教
会
、
篠
田
潔
牧

師
☆
趣
味
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
で
す
。
朝
夕
の
水
や

り
、
草
取
り
を
し
な
が

ら
、ま
た
、冬
景
色
の
中

で
芽
を
出
す
草
花
を
見

る
た
び
に
、
そ
の
生
命

力
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
聖
句
が
思

い
浮
か
び
ま
す
。「
だ
か

ら
、
明
日
の
こ
と
ま
で

思
い
悩
む
な
」（
マ
タ

イ
に
よ
る
福
音
書
6
・

34
）
と
。
心
癒
さ
れ
る

ひ
と
時
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

☆
長
所
＝
老
い
た
両
親
に

育
て
ら
れ
た
せ
い
か
、

気
長
に
待
て
る
こ
と
。

短
所
＝
意
外
と
怖
が
り

（
特
に
爬
虫
類
。
小
学

生
の
こ
ろ
登
校
中
の
道

に
蛇
が
這
っ
て
い
る
の

を
発
見
。
友
達
は
よ
け

て
通
っ
て
い
っ
た
け
れ

ど
、
私
は
そ
の
道
が
ど

う
し
て
も
通
れ
ず
、
違

う
道
を
行
き
、
危
う
く

遅
刻
し
そ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
）

豊と
よ
か
わ川

　
昭あ

き
お夫

村む
ら
せ瀬

　
明め

い
こ子

関
東
教
区

越
谷
教
会

中
部
教
区

半
田
教
会

⑴
宮
城
県
名
取
市

⑵
1
9
8
9
年
12
月
24
日
、

名
取
教
会
、西
間
木
一
衛

牧
師

☆
魚
釣
り

☆
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手

紙
5
・
3
〜
5「
わ
た
し

た
ち
は
知
っ
て
い
る
の

で
す
。苦
難
は
忍
耐
を
、

忍
耐
は
練
達
を
、
練
達

は
希
望
を
生
む
と
い
う

こ
と
を
。
希
望
は
わ
た

し
た
ち
を
欺
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」、讃
美
歌

（54）
・
39
番
、
3
5
5
番
、

3
6
8
番
、3
8
5
番
、

讃
美
歌
21
・
4
1
9
番
、

多
数
。

☆
長
所
＝
几
帳
面

　
短
所
＝
短
気
な
と
こ
ろ

髙た
か
は
し橋

　
嘉よ

し
お男

東
北
教
区

名
取
教
会

⑴
埼
玉
県
幸
手
市

⑵
1
9
6
7
年
12
月
24
日
、

東
調
布
教
会
、
小
出
忍

牧
師

☆
こ
れ
ま
で
、
心
が
け
た

こ
と
は
、
主
日
礼
拝
を

守
り
、聖
書
に
親
し
み
、

祈
り
（
主
と
の
会
話
）

を
持
っ
て
日
々
歩
む
こ

と
。
主
な
る
神
様
は
い

つ
も
共
に
歩
ん
で
下
さ

る
と
い
う
信
仰
。

☆
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書

6
・
25
～
34
、
7
・
24

～
27
、
ロ
ー
マ
の
信
徒

へ
の
手
紙
8
・
28
、
詩

編
37
・
4

⑴
大
阪
府
吹
田
市

⑵
千
里
丘
教
会
に
て
、

1
9
6
4
年
3
月
29
日

に
大
井
尚
牧
師
よ
り
受

洗
。
以
降
も
ず
っ
と
千

里
丘
教
会
に
て
、
信
仰

生
活
を
送
る
。

☆
音
楽
（
コ
ー
ラ
ス
）

☆
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の

手
紙
二
4
・
16
〜
18
、

讃
美
歌
21
・
5
8
0
番

「
新
し
い
天
と
地
を
見

た
と
き
」

☆
長
所
＝
特
に
無
し
　
　

短
所
＝
せ
っ
か
ち

髙た
か
は
な花

　
富と

み
お夫

宮み
や
も
と本

　

修お
さ
む

東
京
教
区

柏
教
会

大
阪
教
区

千
里
丘
教
会

⑴
東
京
都

⑵
1
9
8
7
年
4
月
19
日
、 

八
王
子
教
会
、
金
井
俊

宏
牧
師

☆
鉄
道
模
型
、
日
本
画
を

み
る
の
が
好
き
で
す
。

☆
出
エ
ジ
プ
ト
記
3
・
14

「
わ
た
し
は
あ
る
。
わ

た
し
は
あ
る
と
い
う

者
だ
」、
讃
美
歌

（54）
・

5
1
5
番

☆
長
所
は
な
し

　
短
所
は
短
気
、
怒
り
っ

ぽ
い
（
江
戸
っ
子
）

　
◆
歌
人
で
す
、
歌
を
詠

み
嗜
ん
で
い
ま
す
。

中な
か
じ
ま嶌

　
曉あ

き
ひ
こ彦

西
東
京
教
区

八
王
子
教
会

⑴
神
奈
川
県
藤
沢
市

⑵
1
9
7
0
年
9
月
6
日
、

単
立
自
由
が
丘
教
会

（
名
古
屋
市
千
種
区
）、

羽
鳥
純
二
牧
師

☆
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手

紙
7
・
18
〜
8
・
2
が

座
右
の
聖
句
で
す
。
ロ

マ
7
章
後
半
「
内
在
す

る
罪
の
問
題
」
は
、「
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
真

実
に
よ
っ
て
」
既
に
義

と
さ
れ
た
者
が
、
な
お

罪
に
悩
む
姿
を
描
き
ま

す
。
そ
こ
に
現
在
の
自

分
の
姿
が
重
な
り
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

「
今
や
キ
リ
ス
ト
・
イ

エ
ス
に
あ
る
者
は
罪
に

定
め
ら
れ
る
こ
と
が
な

い
」（
8
・
1
）
に
一
気

に
進
み
、
そ
し
て
8
章

の
ロ
マ
書
の
頂
点
に
到

り
ま
す
。

本ほ
ん
じ
ょ
う城

　
勇ゆ

う
す
け介

神
奈
川
教
区

鎌
倉
雪
ノ
下
教
会

⑴
宮
城
県
仙
台
市

⑵
1
9
7
6
年
12
月
19
日
、

仙
台
五
橋
教
会
、
西
堂

昇
牧
師

☆
「
あ
な
た
が
わ
た
し
を

選
ん
だ
の
で
は
な
い
。

わ
た
し
が
あ
な
た
を
選

ん
だ
。
あ
な
た
が
た
が

出
か
け
て
行
っ
て
実
を

結
び
、
そ
の
実
が
残
る

よ
う
に
と
」（
ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
書
15
・
16

〜
17
）、
讃
美
歌
21
・

91
番
、
初
め
て
教
団
総

会
に
出
席
し
た
時
に
最

後
に
賛
美
し
た
曲
で
し

た
。
気
持
ち
新
た
に
送

り
出
さ
れ
ま
し
た
。

守も
り
や
す安

　
久く

み
こ
美
子

東
京
教
区

船
橋
教
会
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